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 ♨
　　　　沼津市、熱海市、三島市、伊東市、下田市、伊豆市、伊豆の国市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町(１３市町)

 

● 健康増進効果の研究

● 世界的研究拠点づくり

● 「ふじのくに学」学びの場
 

● ヘルスケア産業を担う
    人材の確保
 

× 

相 乗
効 果
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○　ＩＣＯＩプロジェクトに取り組む法人・企業等の 
    ネットワークを構築し、伊豆地域への事業展開 
    を促進する
○　会員 ： 法人・個人（企業、金融機関、大学等）、
　　　　　　　自治体、各種団体等　

○　ＩＣＯＩプロジェクト構想の具体的な展開に向け
　　必要な検討を行うとともに、参画期間の情報
　　共有及び連携強化を図る
○ 構成員 ： 県、市町、関係団体、商工会議所、
　　　　　　　　商工会

● 企業間マッチングや事業展開に向けて、専門的な見地から意見や助言を伺う
● 専門分野　：　温泉・観光、スポーツ医科学ほか

助 言

写真提供：静岡県観光協会
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No 項　目 主な実施内容

１ 実証事業委託
○　実証事業3分野（湯治・ヘルスツーリズム、スポーツ、ワーケーション）
　　 で各１件ずつを採択し、事業を実施（２/28まで）
○ 実施状況を会員向けに公開する視察会開催（12/15）

２ 補助事業 ○　市町及び企業等が実施する温泉を活用した事業に対して９件を採択

３ フォーラム
○　第１回ＩＣＯＩフォーラム開催（7/15 伊東市内）
○　マッチングイベント開催（1/31 伊豆の国市内）
○　メルマガ配信　計10回（活動報告、イベント周知等）

４ 人材育成
○　県内の大学生・高校生を対象にモニター講座を開講（11/5-6）
○　今年度から正式な科目として開講するためのシラバス作成

５
その他

（広報関係）

○　パンフレットや県民だより（県広報誌）によりプロジェクトを紹介
○　新・湯治全国大会（環境省主催）でプロジェクトを全国に向けて
　　 情報発信
○　ＩＣＯＩアンバサダーを天玲美音氏に委嘱し、伊豆の温泉の魅力を発信
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・伊豆地域の温泉を活用して、温泉と食・スポーツ等を組み合わせた健康増進効果について
 科学的な根拠を検証することを目的として実施
・３つの分野で事業者に実証委託し、伊豆地域でトライアルサービス実施

分野 事業者 実施内容 実施場所 取得したエビデンス 得られた効果

湯
治
・

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

㈱竹屋旅館

生活習慣病患者及び
その予備軍に該当する
シニア層52名を対象に、
健康食やヨガ等を組み
合わせた日帰り又は１泊
２日のモニターツアーを
実施し、前後の健康状態
を調査

ＡＷＡ ＮｉｓｈｉIｚｕ
（沼津市）

・睡眠の質
・ストレス指数
・血糖値
・血圧
・体重
・健康関連自己評価　　　　
等主観的データ

・睡眠の質
・ストレス指数
・食事、運動、睡眠    　
満足度
・血糖値
⇒有意に改善

ス
ポ
ー
ツ

㈱ＪＴＢ
総合研究所

大学の陸上競技部短距
離種目選手16名を対象
に、温冷交代浴（温浴有
の８名とシャワー浴のみ
の８名）の実施による疲
労回復効果（リカバリー
効果）とパフォーマンス
の向上効果を検証

ものわすれの湯
船原館

（伊豆市）

・睡眠の質
・深部体温
・運動パフォーマンス

・主観的疲労感
・自律神経
・ストレス指数

・運動パフォーマン
スの向上
・主観的疲労感
・自律神経（活動度、
ストレス抵抗力）
⇒リカバリー効果と　
　パフォーマンスの
　向上

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

㈱ジェイアール

東日本企画

首都圏所在のワーケー
ション及び健康経営を
推奨する企業に所属す
る従業員23名（３箇所
合計）を対象に、フィット
ネス及びスマートミール
を軸とした、ワーケー
ションプランを実施し、
前後の健康状態を調査

レクトーレ熱海小嵐 
（熱海市）

伊豆長岡ホテル天坊 
（伊豆の国市）

下田東急ホテル
 （下田市）

・健康関連自己評価
気分

・精神状態評価
・消化器症状
・末梢血液循環
・自律神経バランス

・ストレス指数
・運動機能・柔軟性

・健康関連自己評
価（睡眠の質、手足
の冷え、幸福感）

・気分（精神状態評価)

・血圧
・運動機能、柔軟性
⇒有意に改善
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・温泉に食、スポーツ等を組み合わせた、ヘルスケアに関する新たな地域の取組を支援
・事業者や市町等を対象に１/２補助　（上限１，０００千円）

分野 申請者名 事業内容 実施場所

湯
治
・

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

駿豆線沿線
地域活性化協議会 

伊豆箱根鉄道駿豆線の沿線地域の日帰り温泉地のマップを作
成し、スタンプラリーを実施。温泉ヘルスケアに関する傾向調
査・分析 

三島市・函南町・
伊豆の国市・伊豆市 

国民宿舎 伊豆熱川荘 
温泉療法医の資格を持つ医師監修ストレッチと入浴指導を取
り入れた健康増進プランを開発。チェックイン/アウト時に血流
測定器で測定することで効果を検証 

東伊豆町

伊豆ﾚﾝﾀﾙｷｬﾝﾋﾟﾝｸﾞｶｰ
株式会社

キャンピングカーでの立寄り湯巡り＋サイクリングや登山＋メ
ンタリングセミナーを組合わせたプランを開発 

伊豆全域 

一般社団法人
天城流湯治法協会 

温泉の中で痛みを緩和しながら行うセルフケアやマッサージ・
海岸瞑想ヒーリングのツアーを開発 

伊東市

 

ス
ポ
ー
ツ

西伊豆町役場 
県内プロスポーツチーム協力のもと、温泉プールを使ったト
レーニングメニューを開発

西伊豆町 

有限会社コムネット
温泉と健康食品とゴルフを組合わせたトレーニングプランを
開発。弾道測定器で測定することで効果を検証 

伊豆の国市 

戸田観光協会 
日帰り温泉と電動自転車を組合わせた周遊プランを開発。体
組成計で前後のデータを取ることで効果を検証

沼津市

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

合同会社HAKUMA 
心と身体を整えるためのチューニングとワーケーションを組合
わせたチューニケーションのプランを開発。

下田市 

BLUE LaIZU
株式会社 

温泉と寝具により睡眠の質を高めるプランを開発。睡眠計に
より睡眠の質を測定し効果を検証

南伊豆町 
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・令和４年７月15日開催（伊東市内）
・環境省、経済産業省、企業等約110名が参加
・プロジェクト概要、実証事業実施者から事業紹介
・スプリングラボ合同会社/温泉家　北出恭子氏による「温泉
 資源を活用したヘルスケア産業の可能性」について御講演
・交流会を開催し、参加者による名刺交換等実施

・ＩＣＯＩプロジェクトに取り組む法人・企業等のネットワークを構築し、伊豆地域への事業展開を促進すること　
 を目的として実施
・法人・個人（企業、金融機関、大学等）、自治体、各種団体等（現在９０会員（Ｒ４.５月時点））
・マッチングイベント等の開催、メルマガ等を活用した各種情報発信などを中心的に実施

・令和５年１月31日開催（伊豆の国市内）
・ＩＣＯＩフォーラム（分科会）として開催
・企業８社を含めた約20名参加
・参加企業等による意見交換を実施。連携の可能性を模索
・三島信用金庫坂本氏による「観光地の再生に向けた地域の
　持続的な経営に貢献する再生・支援取組」について御講演

各社が温泉を活用し
て取組みたいことを
発表。活発な意見交
換が実施されました

参加者同士のふれあ
いが行われる等なご
やかな雰囲気で実施
されました

海外の事例等も含め
たヘルスケア産業等
について御紹介いた
だきました

地元企業や東京等
県外からの企業も
参加されました

⇒少人数での具体的な意見交換はお互いの考えが分かり、
　 好感触であった。Ｒ５年度も各地域で実施予定

⇒温泉関係事業者等が一堂に集う契機となった。
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○まちづくり、温泉への興味が高まった、貴重な体験ができた
○全体的に時間が足りず、講義への質疑応答、生徒同士の討論等時間にもう少しゆとりがほしかった　など

概　　　要
短期集中単位互換授業「ふじのくに学」としての来年度の講座開設に向けて、伊豆の地域資源に
ついて地球科学、ヘルスケア、観光等の視点から学際的に学習するモニター講座を開講。

実施機関 （公社）ふじのくに地域・大学コンソーシアム

受　講　生 大学生20名、大学院生２名、高校生３名　計25名

実　施　日 令和４年11月５日（土）、６日（日）

東海大学
斉藤教授

・伊豆地域の産業を担う人材に必要な知識を習得できる環境整備のため、県内の大学生に温泉を中心とした
 伊豆の地域資源について学習する場を提供

11/5 静岡県立大学 11/6 伊豆市内のジオサイト　⇒　中伊豆ワイナリーヒルズ

静岡県立大学
大久保教授

温泉に関する各分野の
スペシャリストによる講義

フィールドワーク①
ジオサイト見学

フィールドワーク②
温泉体験♨

《 参加者の感想 》

ワークショップ
温泉を活用した新産業の道筋
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・プロジェクトを紹介するパンフレットを作成
・各種イベント等で配布しプロジェクトの周知を実施

・令和５年１月１日発行の「県民だより」で大々的にプ     
ロジェクトを紹介。（発行部数約100万部）
・新聞折込や公共施設配下等県民向け周知を実施
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・ＩＣＯＩアンバサダーを天玲美音氏に委嘱
・伊豆地域の温泉の魅力やＩＣＯＩプロジェクトを全国
に発信

・伊豆地域の温泉地やＩＣＯＩフォーラム会員である
事業者を訪問取材し、自身のＳＮＳで全国に魅力を
発信

やまびこ荘（西伊豆町）で
実施された実証実験の現
場を視察。選手が温泉
プールを利用したトレー
ニング等を実施

AWA NISHIIZU(沼津市）で
実施された視察会に参加。「温
泉活用型スマートヘルスツー
リズム」の開発にむけたモデ
ル企画を実施

○令和４年７月５日に委嘱式を開催
○元宝塚歌劇団で、現在タレント、歌手、モデル
　 等で活躍中の天玲美音氏に川勝知事から委嘱
　 状を交付
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・住む人や訪れる人が、身も心も元気になる伊豆地域を創出するため、温泉と自然・歴史・文化・食・運動等を
  組み合わせた伊豆地域に適したヘルスケア産業の創出等について以下の事業により推進する

Ｎｏ 区　分 内　容

１ 実証事業委託
温泉・食・運動の組み合わせによるヘルスケアプログラムの開発や健康増進
効果の測定
・具体的な事業展開支援（新規３件程度、継続３件）

２ 補助事業
温泉を活用したヘルスケアサービスの事業化支援
・推進地域市町及び民間事業者等対象（10件程度）

３ プラットフォーム構築
・事業化支援のためのコーディネーター配置（２名）
・プラットフォーム、研究拠点の検討
・ＩＣＯＩフォーラムの運営　等

４ 温泉文化の発信
東アジア文化都市事業を通じた温泉文化の発信
・温泉地フォーラムの開催

５ 人材育成
温泉やジオパークなど伊豆の地域資源を学ぶためのフィールドワークを含
む単位交換授業の実施
・県内大学生対象（実施は大学コンソーシアム）
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実
証
事
業
等
の
方
向
性

研
究
拠
点
の
創
出

取
組

実証事業によるエビデンス取得
補助事業による地域の取組促進

・実証事業の結果、健康状態改善やリ
カバリー効果等のデータを取得（⇒取
得データの応用が必要）

・温泉分野においてはＰＯＭＳ等主観
的データとＩｏＴデバイスを組み合わ
せたソフトエビデンス取得が主流

・スポーツ分野はターゲットや温泉活
用手法が明確で、伊豆のオリンピッ
ク・パラリンピックレガシーの活用や
合宿受入体制強化等の県施策の方向
性とも合致

結

　果

取
組

R4成果や既存研究等のエビデンスを活用し、ビジネスモデル構築
⇒ 健康増進効果取得に加え、ヘルスケアビジネス確立を重点的に支援
⇒ ターゲットを明確化したビジネスモデルの構築を目指す

● 健康増進効果の研究

● 世界的研究拠点づくり

調査
・

研究

● 「ふじのくに学」学びの場

● 産業を担う人材の確保

人材
育成

【手　 法】 ・既存の温泉研究データ・成果を応用したヘルスケアビジネス検証
　　　　　  　 （例）  温泉 × 食事、アクティビティ、サウナ、農業体験、テレワーク 等

 　　　　　  ・温泉関連制度の伊豆地域での活用
　　　　　　　 (例)　温泉利用型健康増進施設、クアオルト、国民保養温泉地、新・湯治　等

【成　 果】　来訪者と地域住民の健康増進＋地域産業（特に観光産業）活性化

実証事業でモデル構築、補助事業で事業者・市町の取組支援

目標

実証・補助事業で確立したビジネスモデルや温泉関連研究データを蓄積し、伊豆地域や
県内温泉地へ展開する為のプラットフォームのあり方を検討
　○ 伊豆地域で事業者間マッチングや事業展開支援を行うコーディネータを配置
　○ 成果や研究データを蓄積・展開するためのデータベース構築を検討
　○ 短期集中単位互換授業「伊豆の温泉と産業おこし」による継続的な人材育成

・東アジア文化都市を契機とした中国・韓国との交流
・タイ国のスパ団体との連携
・ハンガリー等欧州の温泉地との交流

成
果
の
蓄
積

展
開
支
援

【手   法】 温泉活用型トレーニング・リカバリーメニューの確立とサービス提供を
 　　　　　　踏まえた合宿等の誘致
【成   果】 アスリートの成績向上、合宿誘致による地域活性化
　           アスリートとの交流による住民の健康意識向上

温泉研究プラットフォームの構築

成果・データ

海外との連携
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伊豆地域において、温泉に食、スポーツ等を組み合わせた新たなヘルスケアサービスの開発等に取り組む事
業者を支援します。（３件程度採択予定）

区　分 公募内容

概　要
温泉にスポーツ、食、アクティビティ等を組み合わせることによる疲労回復、健康増進等に資する
新たなヘルスケアビジネスのモデルとなるビジネスプランの構築を委託により実施

募集内容

分野①　スポーツ 分野②　湯治・ヘルスツーリズム、ワーケーション

【想定されるターゲット】
　アスリート（プロ、セミプロ）、学生部活動
　の合宿等
【テーマの具体例】
・温泉施設を活用したトレーニングメニューの

　確立とサービスの提供による合宿等の誘致
・温泉とアロマを組み合わせたアスリート向け
　リカバリー合宿プランの開発

【想定されるターゲット】
　女性、インバウンド、健康経営企業、
　アクティブシニア等
【テーマの具体例】
・大自然をフィールドとした伊豆88お遍路と

　デジタルデトックス湯治プランの開発
・健康経営企業向けのチームビルディングを目的
　とした温泉ワーケーションプランの開発

委託額 10,000千円（上限）

公募期間 令和５年５月下旬（予定）～令和５年６月中旬

委託期間 契約の日から令和６年２月29日まで

詳しくは、ＩＣＯＩプロジェクト実証事業担当（054-221-2985）にお問い合わせください。 15



・伊豆地域において、温泉に食、スポーツ等を組み合わせた新たなヘルスケアサービスの開発等に取り組む事
業者を支援します。（10件程度採択予定）

項　目 募集内容

公募期間 令和５年４月３日（月）から令和５年５月31日（水）17時必着（持参又は郵送）

対象事業
プロジェクト推進地域における温泉に食、スポーツ等組み合わせた、新たなヘルスケア
に関するサービスの開発（調査、設計、製作、実験等）や計画の策定等の事業

補助率・限度額 １／２以内（上限100万円）

対象者
１）県内に主たる事務所又は事業所を有する企業等（企業及び団体）
２）市町（プロジェクト推進地域に限る）
３）プロジェクト推進地域内の企業等又は市町との協働により本事業を実施する企業等

補助対象期間 補助金の交付決定の日から令和６年２月29日まで

プロジェクト推進地域
７市６町（沼津市、熱海市、三島市、伊東市、下田市、伊豆市、伊豆の国市、東伊豆町、
            河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町）

詳しくは、ＩＣＯＩプロジェクト補助金担当（054-221-2985）にお問い合わせいただくか、静岡
県新産業集積課ホームページを御確認ください。

16


